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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
集
合
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
併
用
に
よ
り
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

併
用
で
の
開
催
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
会
場
に
も
代
議
員
が
集
合
し
ま
し

た
。
大
会
で
提
案
さ
れ
た
各
議
題
に
つ
い
て
、
全
国
の
各
地
区
本
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議

員
29
名
（
集
合
14
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
15
名
）
に
よ
り
、
真
摯
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

活
動
経
過
報
告
で
は
、
齋
藤
副
中
央
執
行
委
員
長
及
び
村
岡
書
記
次
長
か
ら
１
年
間
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
第
62
期
の
重
点
的
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告
が
な
さ
れ
、
第
63
期
運
動

方
針(

案)

で
は
、
倉
本
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
組
合
活

動
を
や
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

提
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
・
審
議
に
お
い
て
は
、
代
議
員
の
方
か
ら
活
発
な
意
見
・
質
問

が
飛
び
交
い
、
熱
の
こ
も
っ
た
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

全
会
一
致
で
第
63
期
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
倉
本
中
央

執
行
委
員
長
を
中
心
と
し
た
第
63
期
執
行
委
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
税
関
労
働
組
合
は
、
令
和
４
年
９
月
17
日
（
土
）、
第
63
回
定
期
大

会
を
集
合
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
大
会

の
模
様
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

大
会
の
締
め
括
り
に
、

「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
、

定
員
確
保
を
勝
ち
と
る
決

議
」
「
公
正
で
民
主
的
な
公

務
員
制
度
の
確
立
を
求
め

る
決
議
」
及
び
「
大
会
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
「
健
康
で
明
る

く
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
」、「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が

実
感
で
き
る
生
活
」
を
実
現

す
べ
く
、
組
織
の
総
力
を
結

集
し
、
組
織
率
の
向
上
、
人

材
の
育
成
を
進
め
、
断
固
闘

い
抜
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

最
後
に
倉
本
中
央
執
行

委
員
長
の
力
強
い
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
、
大
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 
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＜メインスローガン＞ 
 組織の総力を結集し 
 健康で明るく働きがいのある職場 
 ゆとり・豊かさが実感できる生活をかちとろう！ 
＜サブスローガン＞ 
・税関職員の処遇向上をかちとろう！ 
・組織の充実・強化をはかろう！ 
・業務量に見合った定員をかちとろう！ 

倉本中央執行委員長あいさつ 

私たち税関労組は、昭和 40 年９月 19 日に税関労連として結成して以来 50 年を超え活動を継続しており、昨年９月
17 日に開催されました第 62 回定期大会において、第 62 期の執行体制をスタートさせています。わたしを筆頭に総勢
21 名の中央執行委員が中心となり、全国に結集する組合員の生活の安定と安心を確保し、国民から負託された税関の
社会的使命を全うすべく、日夜懸命に職務に精励することができるよう、諸要求実現に向けて、運動を展開してまい
りました。 
 
人事院勧告について、本年は、月例給を 0.23％、921 円、一時金を 0.1 ヶ月分引上げとする人事院勧告がなされま

した。私たち公務員の給与は民間給与水準に合せることが基本となりますので、この月例給・一時金ともに３年ぶり
の引上げ勧告となったことは、税関労組も上部団体とともに、民間春闘の取組みに参加してきた成果であると言えま
す。しかしながら、月例給については、官民格差を埋めるために初任給や 30 歳半ばまでの職員が在籍する号俸までし
か改定がされないことになっており、民間との格差が僅少だったとはいえ、若手の人材確保と言う面からは評価はで
きるものの、円安や相次ぐ物価高については世代を問わず影響を受けていることからも、我々は全世代へ配慮がなさ
れるよう要求してきていたことから、決して満足のいくものではありませんでした。一時金についても、勤勉手当の
支給月数の一部を用いて上位の成績区分者に支給する原資に充てるとしたことは、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大のもとで日々職務に精励する職員の労苦に報いておらず、こちらについても満足のいくものではありませんでし
た。 
また、今回の人事院勧告では、在宅勤務関連手当の支給状況等について調査が実施され、テレワークの実施にかか

る高熱費や水道費等の職員の負担軽減等の観点から、テレワークを行う場合に支給する新たな手当てについて、具体
的な枠組みを検討していくという方針が打ち出されており、手当の支給に関する事務負担や通勤手当についても検討
されることから、引続き上部団体と手当の支給に向けて取組んでいきます。 
いずれにしても、税関労組としては、自律的労使関係が構築されていない現状、人勧尊重の立場から、勧告どおり

早期実施を求めていくこととなりますが、昨年の人事院勧告のように年度を超えた法改正とならないよう、決して楽
観視することなく、上部団体に集結し、人事院勧告の早期実施に向け、しっかり取り組みを行っていく必要がありま
す。 
 
次に、定員についてです。新型コロナウイルス感染症の流行により、海外旅行者が激減したものの、越境電子商取

引の拡大や輸入貨物の小口化の進展に伴い、航空貨物の輸入許可件数が激増しています。激増している航空貨物や取
扱件数の多い国際郵便物に対応するために併任発令等で派遣対応していますが、現在１日あたり５万人を上限とする
入国者数が政府の方針により上限が撤廃されると、訪日外国人旅行者数は増加していくものと思われます。訪日外国
人旅行者が増加してくると、併任発令等による対応も見直しが行われる動きが出てきますので、そうなりますと航空
貨物や郵便物への対応職員が不足することが懸念されます。 
 
テロ対策を含む治安のための水際取締体制整備や観光立国に向けた計画的な体制整備等のため、税関の令和４度末

定員は、前年に引き続き 103 人の純増により、10,074人となりました。本来、国家公務員は、定員合理化計画により
「令和２年度から５年間で約 10％を削減」を目標に掲げて厳しい査定が行われている中、税関が 100 人余りの純増を
勝ち取れているのは、骨太の方針等で CIQ の体制整備が盛り込まれていることも要因のひとつではありますが、多く
の国会議員の先生方に税関の必要性をご理解いただいき、連年の衆参の財務・財政金融委員会における「関税改正」
の審議に際して、「税関職員の定員と予算の確保、処遇の改善等に特段の努力をはらうこと」を旨とする附帯決議の獲
得にご尽力いただている結果でもありますし、組合員皆さんの真摯な仕事への取組みに対する、正に、国民全体から
の評価であると思っています。 
 
本年８月 30 日には、税関の令和５年度定員要求が示され、「訪日外国人旅行者に対する円滑な通関体制の実現」「テ

ロ対策等の水際取締の強化」等として、469 人の増員、合理化計画により 192 人削減として、差し引き純増 277 人が
要求されています。 
本年 10 月１日から商標権等侵害物品の取締りが強化されますが、コロナ禍による巣ごもり需要で、知的財産侵害物

（要旨） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Japan Customs Personnel Labour Union      945号  P3 

品の差止が２年連続で２万８千件を超えている状況にあります。 
近年急増した金地金の密輸入は、罰則強化以降、減少傾向にありますが、不正薬物の押収量は６年連続で１トンを

超えており、覚せい剤、大麻を始めとした不正薬物の密輸が後を絶たない状況にあります。今後、来年５月に広島で
開催される G7 サミット、2025 年に開催予定の大阪万博の開催等に向け、今や税関の最重点課題になったテロ対策の
ための取締りも、一段と強化が図られるものと思います。税関の現場では、国民の安全・安心を確保しつつ、適正か
つ迅速な通関、検査を行うべく、効果的・効率的な取締りを行うべく創意工夫を凝らして対応していますが、やはり
必要なマンパワーの確保は不可欠です。 
引き続き、国民の代表者たる国会議員の方々に、税関の必要性、重要性を理解していただき、必要な税関の定員・

予算を確保するという私たちの要求を実現するための取り組みを進めていきます。 
 
また、私たちの処遇にも直結する級別定数については、税関特有のいわゆる採用の山が大きな課題となっています。

組合員の皆さんの処遇が停滞しないよう、級別定数の確保にも取組んでいかなければなりません。 
この他にも、「スマート税関構想 2020」における AI を活用した輸入事後調査における立ち入り先の選定や国際郵便

物の X 線検査検査画像の識別システム、監視取締りにおけるドローンの活用、テレワーク、フレックスタイム制、勤
務間インターバルや超過勤務の上限規制等の働き方改革、ワークライフバランスの推進にかかる問題、夏季休暇取得
可能期間の拡大にむけた取組み、来年４月から実施予定の定年の段階的な引上げ等、様々な課題が山積しています。
我々の要求を実現させるためにも、「健康で明るく働きがいのある職場」「ゆとり・豊かさが実感できる生活」の実現
を目標として高く掲げ、組合員の処遇や職場環境を一歩でも改善していかなければなりません。引き続き、中央執行
委員、各地区本部役員一同、一丸となって活動していきます。ぜひとも組合員の皆さんのご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。 
最後に、皆様におかれましても、真摯な討議がされ、向こう１年間、自信と確信をもって、運動を展開していける

よう、お願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。共にがんばりましょう。 

第 63 回定期大会の開催にあたり、多くの国会議員及び上部団体・友誼団体から激励と連帯のメッセージが
寄せられました。 
日頃より、税関労組の活動に対して、ご理解とご協力をいただいている方々です。ここに御芳名を紹介し、

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

【自由民主党】麻生 太郎、石田 昌宏、井林 辰憲、今井 絵理子、大家 敏志、金田 勝年、神田 憲次、

小林 一大、櫻井 充、末松 信介、田中 和德、田畑 裕明、友納 理緒、中西 祐介、長谷川 岳、 

藤川 政人、船橋 利実、本田 太郎、松川 るい、丸川 珠代、御法川 信英、宮沢 洋一、宮下 一郎、

村井 英樹、森 英介、鷲尾 英一郎 

【立憲民主党】逢坂 誠二、小沢 雅仁、城井 崇、古賀 之士、柴 愼一、末松 義規、原口 一博、 

伴野 豊、牧山 ひろえ 

【公明党】秋野 公造、石井 啓一、石川 博崇、伊藤 孝江、伊藤 渉、斉藤 鉄夫、里見 隆治、 

竹谷 とし子、西田 実仁、三浦 信祐 

【国民民主党】大塚 耕平、前原 誠司、古川 元久 

【無所属】海江田 万里、岸本 周平 

【上部団体及び友諠団体】日本労働組合総連合会、国際公務労連加盟組合日本協議会、全国自治団体労働組合連合、全日本

自治団体労働組合、全日本水道労働組合、日本教職員組合、日本高等学校教職員組合、全国林野関連労働組合、日本郵政グルー

プ労働組合、国公関連労働組合連合会、全農林労働組合、国土交通省職員組合、政府関係法人労働組合連合、全駐留軍労働組合、

沖縄国家公務員労働組合、全開発労働組合、国会職員組合連合会、全大蔵労働組合連絡協議会、国税労働組合総連合、全財務労

働組合、酒類総合研究所労働組合、全印刷局労働組合、全造幣労働組合、全日本たばこ産業労働組合 

 

第 63回定期大会に寄せられた激励のメッセージ 
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１年間 

よろしくお願い

します！！ 

左から、村岡、佐藤、浅野、浦中、倉本、福田、齋藤、福本、北条、内木、原川 

定期大会の様子 



The Japan Customs Personnel Labour Union      945号  P5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
税
関
労
働
組
合
青
年
委
員
会
は
、
令
和

４
年
９
月
10
日
（
土
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
集

合
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
よ
り
第
15
回
青

年
委
員
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
併
用
で
の

開
催
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
会
場

に
も
代
表
者
が
集
合
し
ま
し
た
。 

本
総
会
に
は
、
感
染
症
対
策
に
よ
り
規
模
を

縮
小
し
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
総
会
代
表
者

10
名
（
集
合
７
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
３
名
）
が

集
ま
り
、
活
動
経
過
報
告
、
活
動
計
画
案
に
対

し
て
、
真
摯
な
討
議
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で

第
63
期
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

青
年
層
組
合
員
の
声
を
力
と
し
て
、
青
年
委

員
会
の
総
力
を
挙
げ
て
活
動
を
繰
り
広
げ
て

い
き
ま
す
！ 

青
年

委
員

長 

小 

林 

佑
太
朗
（
東 

京
） 

副
青
年
委
員
長 

島 

中 
 
 

翔
（
名
古
屋
） 

〝 
 
 

呉 

屋 

尭 

歩
（
沖 

縄
） 

書

記

長 

嶋 

村 

剄 

汰
（
長 

崎
） 

執

行

委

員 

佐 

藤 

大 

悟
（
函 

館
） 

〝 
 
 

松 

本 

琉 

寿
（
横 

浜
） 

〝 
 
 

正 

垣 
 
 

崚
（
大 

阪
） 

〝 
 
 

西 

原 

夕 

夏
（
神 

戸
） 

〝 
 
 

古 

川 
 
 

遼
（
門 

司
） 

副
青
年
委
員
長 

関 

口 

法 

立
（
函 

館
） 

執

行

委

員 

近 

藤 

隆 

也
（
大 

阪
） 

〝 
 
 

渡 

辺  
 
 

航
（
長 

崎
） 

第 15 回青年委員会総会スローガン 

Ｃｏｍｂｉｎｅ Ｏｕｒ Ｙｏｕｔｈ～若さをひとつに～ 

総会後の集合写真 

左：議長を務めていただいた田中代表（東京） 

右：挨拶をする呉屋青年委員長（沖縄） 

新旧役員挨拶で抱負を語る 

小林新青年委員長（東京） 
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令
和
４
年
９
月
26
日
（
月
）、
税
関
労
組
は
定
期
大
会
で
採
択
さ
れ
た 

「
大
会
宣
言
」 

「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
、
定
員
確
保
を
勝
ち
と
る
決
議
」 

「
公
正
で
民
主
的
な
公
務
員
制
度
の
確
立
を
求
め
る
決
議
」 

及
び
、
青
年
委
員
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た 

「
総
会
宣
言
」 

を
、
関
税
局
長
宛
て
「
要
望
書
」
と
し
て
税
関
考
査
管
理
室
長
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
処
遇
改
善
、
定
員
確
保
に
よ
り
、
健
康
で
明
る
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
、
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
生
活
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
最
大
限

の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。 

左：鈴木書記長 右：正海税関考査管理室長 

今
期
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

課
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
現
場
で
働
く
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。 

皆
さ
ま
が
現
場
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
問

題
に
思
う
こ
と
を
中
央
本
部
若
し
く
は
各
地

区
本
部
執
行
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！ 

≪自己紹介≫ 

こんにちは。「はこ Bee」（はこべぇ）です。 

花粉を運び作物に花や果実をもたらす、ミツバチです。 

組合員の声を運んで、みなさんの要求が実を結ぶようお

手伝いをします。 

胴体のＪ、左目のＣ、右目のＵでＪＣＵなんだよ！ 

左：齋藤書記長  右：正海考査管理室長 
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税関労組では、組合員の相互扶助のために共済基金を

設けております。 

以下のいずれかに該当した場合は、別表の金額が組合

から支給されます。 

毎年、結婚や出産等で多くの請求を頂き支出をしてお

ります。該当の組合員の方でまだ請求されていない方

は、是非請求をお待ちしております。 

詳しい手続きについては、各地区本部の役員の方にお

尋ねください。 
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事
に
よ
っ
て
は
、
文
字
が
多
く
な
る
の

は
御
理
解
く
だ
さ
い
・・・（切
実
） 

今
期
の
私
の
所
信
を
述
べ
ま
す
と
、 

①
読
ん
で
も
ら
え
る
教
宣
紙 

②
ス
マ
ホ
対
応
の
HP
改
修 

③
Ｊ
Ｃ
Ｕ
セ
ミ
ナ
ー
の
成
功 

に
つ
い
て
特
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

残
り
の
任
期
も
１
年
を
切
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
子
供
も
１
歳
に
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
早
い
な
ー
。
と
思
い
な
が

ら
仕
事
と
家
庭
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
東
京
生
活
も
残
り
１
年
な
の
で
観

い
よ
い
よ
、
今
期
の
書
記
次
長
の
つ
ぶ
や

き
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
期
の
教
宣
紙

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
前
期
か
ら
担

当
と
な
り
、
「
読
ん
で
も
ら
え
る
教
宣
紙
を
」

と
い
う
内
な
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
前

期
は
、
少
し
で
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

「
書
記
次
長
の
つ
ぶ
や
き
」
や
「
〇
〇
の
ス
ス

メ
」
を
新
し
く
始
め
て
み
ま
し
た
。
今
期
は
、

そ
れ
に
加
え
、
全
体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
、
色

使
い
、
目
次
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
み
ま

し
た
。
目
次
を
見
て
少
し
で
も
興
味
の
あ
る

所
を
読
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
記

つ
ぶ
や
き 

書
記
次
長
の 

光
も
色
々
行
っ
て
み

よ
う
か
な
。
今
期
も
つ

ぶ
や
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

第 11号 

税関労組は、組合員の皆さまとご家族の生活を支え、健康向上に資することを目的として、海外・国
内旅行の各種特別優待が受けられる、「HISベネフィットデスク」を契約しております。 
 この優待は、税関労組の組合員とその 2親等以内のご家族のみが受けることが出来るものです。 
  
 HISベネフィットデスクを通じて旅行の申し込みをすると、 
 ・旅行代金が最大 3,000円OFF/人（HIS以外の他社ツアーも適用） 
 ・HIS添乗員同行ツアーが特別価格 
 ・HIS公式WEBページで使えるオンラインクーポン 
などの各種特典があります。 
 
ぜひ、本サービスを利用してご家族共にリフレッシュをし、仕事・人生への活力を養ってください。 
 
詳しい「申込方法」、「注意事項」は、税関労組HPの福利厚生のページに掲載しておりますので御確認

ください。 

HISベネフィットデスク（HIS 海外・国内旅行優待サービス） 

 福利厚生ページの閲覧に
は、会員登録が必要です。 
 会員登録がお済でない
方は、トップ画面右下の
「日本税関労働組合 Web
サイト会員登録お申し込み
フォーム」から申請が可能
です。 


